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　業況DIはオミクロン株による感染者急増にともない企業活動が抑制されたのに加え、原材料
の更なる高騰により再び悪化しました。全業種の業況DIは▲29.9で製造業が▲25.4、非製造業
が▲31.7となりました。来期についてはやや改善の見通しですが、製造業が▲12.0に対して
非製造業が▲29.9となっており、回復度合いについては差が大きくなっています。
　また、今回のアンケート結果の回収時期から考えて、ロシアのウクライナ侵攻の影響が
ほとんど反映されていないため、今後のウクライナ情勢など地政学リスクの高まりにより景況感が
さらに悪化する懸念があります。
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合計 1549社 465社 30.0%
依頼先数 回答数 回答率

製造業 396社 134社 33.8%

建設業 326社 95社 29.1%

卸売業 202社 63社 31.2%

小売業 164社
依頼先数 回答数 回答率

42社 25.6%

不動産業 116社 38社 32.8%

サービス業 345社 93社 27.0%

全業種総合DI

業
況
は
悪
化
、

来
期
は
や
や
改
善
の
見
通
し

景
況

売
上
額
・
収
益
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）

売
上
額
D
I
は
大
幅
に
悪
化
、

収
益
D
I
は
悪
化

経
営
上
の
問
題
点

原
材
料
高
に
加
え

売
上
も
停
滞
気
味

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

資
金
繰
り
D
I
は
横
ば
い

価
格
D
I

原
材
料
価
格
D
I
は
や
や
低
下
、

販
売
価
格
D
I
は
ほ
ぼ
横
ば
い

建
設
業

業
況
は
悪
化
、

来
期
も
悪
化
の

見
通
し

製
造
業

業
況
は
悪
化
、

来
期
は
や
や
改
善
の

見
通
し

資
金
繰
り
D
I・人
手
過
不
足
D
I

資金繰りDIは▲13.1で悪化、人手過不足DIは▲25.6で
「不足」超となりました。来期は資金繰りDIが横ばい、人手
過不足DIは「不足」超の見通しです。
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）

価格は仕入価格DIが63.5でやや上昇、販売価格DIが8.9
でやや低下しました。来期は仕入価格DIがやや低下、販売
価格DIはやや上昇の見通しです。
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業
況
Ｄ
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移

全業種の業況DIは▲29.9で悪化しました。内訳は製造業
が▲25.4で、非製造業が▲31.7となりました。来期はやや
改善の見通しです。
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）

売上額DIは▲26.4で大幅に悪化、収益ＤＩも▲29.6で
大幅に悪化しました。来期は売上額ＤＩ、収益ＤＩともにやや
改善の見通しです。
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部品価格の高騰により資
金繰りが非常に厳しい。
早く製品にして売上として
計上したいが、それもまま
ならない。
（尼崎市 浄水装置製造業）
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材料価格の上昇は痛いで
すが、その分請求できる取
引先なのであまり心配あ
りません。要はこれまでの
信頼関係だと思いますが・・・
（伊丹市 内装工事業）

お客様の声

40

20

0

－20

－40

－60

－80 6月3月
2019年 2020年 2021年 2022年

9月 12月 6月3月 9月 12月 6月3月 6月3月9月 12月

▲
見
通
し

－24.2
－37.9

－13.7

－36.8
収益

売上額

0% 20% 40% 60% 80%

材料価格の上昇

人手不足

売上の停滞・減少

下請の確保難

同業者間の競争の激化 17.9

26.3

34.7

40.0

61.1

20

0

－20

－40 6月3月
2019年 2020年 2021年 2022年

9月 12月 6月3月 9月 12月 6月3月 6月3月9月 12月

▲
見
通
し

－17.9

－7.4

0

－20

－40

20

80

40

60

6月3月
2019年 2020年 2021年 2022年

9月 12月 6月3月 9月 12月 6月3月 6月3月9月 12月

材料価格

請負価格
▲
見
通
し

63.2

－11.6

79.0

－13.7

6月
2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

3月 3月 3月 3月 3月 3月 6月3月 3月 3月 3月

40

20

0

－20

－40

－60

▲
見
通
し

－14.7

－27.4

40

20

0

－20

－40

－60

－80 6月3月
2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月

6月3月
2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月

▲
見
通
し

－26.4

－15.9

－29.6

－19.5

売上額

収益

30

20

10

0

－20

－30

－10

－60

－50

－40

▲
見
通
し

－25.6

－23.7

－13.1
－14.4

資金繰り

人手過不足

80

60

40

20

0

－206月
2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

3月3月 3月 3月 3月 3月 3月 3月 3月 3月6月

▲
見
通
し

63.5

54.4

8.9

11.8

仕入価格

販売価格

4月

消
費
税
8
％
へ

1月

日
本
銀
行 

マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入

11月

米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
選
挙
勝
利

7月

米
中
貿
易
摩
擦
勃
発

10月

消
費
税
10
％
へ

3月

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
大
流
行

7月

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

10月

岸
田
内
閣
発
足

2月

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

12月

第
二
次
安
倍
内
閣
発
足

調査時点／2022年3月上旬
調査依頼先／当庫取引先
調査方法／郵送調査
調査対象期間／［今期］2022年1月～3月
　　　　　　　［前期］2021年10月～12月
　　　　　　　［来期］2022年4月～6月
分析方法／「増加」（上昇）したとする企業の
占める構成比と、「減少」（下降）したとする企
業の構成比との差（DI）により分析を行った。
※DI：Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）
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コロナによる特に輸入品の
価格上昇と納期遅れが問題
です。代替品もすぐに見つから
ないので、商機を逃がしてし
まわないか心配しています。
（三木市 学校教材卸売業）
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半導体不足による工場の
生産停止のため、受注して
も納車日程が延長となり
売上に大きな影響を受けた。
（大阪市 トラック販売業）
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材木価格の高騰、住宅設備の
調達遅延等で、当初の販売
計画が困難となり利益減少
となっています。業界全体の
問題で政府が介入して解決
して欲しい。（大阪市 不動産業）
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運賃、サーチャージ、何度
交渉すれどもゼロ回答。
法律で何らかの施策を打
たなければ、運送業者は
疲弊するばかり。
（尼崎市 一般貨物運送業）
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